
令和4年5月30日

質問項目 回　答

1

なぜ緩和措置を行うのか？ 新規感染者数は依然高い状況が続いていますが、感染拡大や病床ひっ
迫は生じていないなか、地域活性化に向けた取り組みや経済活動を再
開していくことも大切であるため緩和措置を行いました。
引き続き、こまめな手洗い消毒や三つの密の回避など、基本的な感染
防止策はお願いしているところです。

1

外出自粛等について、要請内容は？何に基づくものか？ 以下の要請等をしています｡(特措法第２４条第９項等に基づく要請)

・発熱等の症状がある場合は､帰省･旅行等の自粛をすることを要請
・まん延防止等重点措置区域をはじめ感染拡大地域への不要不急の
　移動は極力控えることを要請
・外出時には混雑している場所や時間を避けて少人数で行動する
　ことを要請
・感染対策が徹底されていない飲食店、カラオケ店等の利用を厳に
　控えることを要請
・食べながらの会話など、感染リスクが高い行動を自粛することを
　要請
・感染不安を感じる無症状者の検査受検を要請
・｢新型コロナ対策適正店認証｣認証店舗の利用を推奨

2

外出自粛要請に応じなかった場合、罰則はあるか？ 罰則適用はありませんが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
ご協力をお願いします。

2

イベント開催に当たって、県などに事前の相談をする必
要があるのか？

①　参加人数が5,000人超かつ収容率50%超のイベントの開催を
　　予定する場合には、感染防止安全計画を策定し、県対策本部
　　事務局の事前確認を受けてください。
②　①以外のイベントの開催を予定する場合には、県対策本部事務局
　　所定の様式に基づく感染防止策等を記載したチェックリストを
　　主催者等が作成し、ホームページ等で公表してください。

詳しくは、以下の県ホームページをご確認ください。
「イベント開催にあたっての方針」

3

屋外で開催するｲﾍﾞﾝﾄはどうしたらよいのか？ 参加人数が5,000人を超える場合で、収容定員がなく、人と人とが触れ
合わない程度の間隔で開催する場合は感染防止安全計画を策定し、県
対策本部事務局の事前確認を受けてください。

参加人数にかかわらず、収容定員が設定されていないイベントでは以
下の間隔を確保してください。
大声あり：十分な人と人との間隔（できるだけ２m、最低１m）
大声なし：人と人とが触れ合わない程度の距離

なお、大声ありのイベントについて、十分な人と人との間隔の維持が
困難な場合は、開催について慎重に判断してください。

県独自措置の対応FAQ
（6/1～）

１．総論

２．外出自粛について

３．イベント（催物）について

1

イベントについて、開催する基準は？
何を要請しているのか？

開催の目安等を以下のとおりとしています。

３月22日からの目安

 区  分 収容率 人数上限 

① 

感染防止安全計画を策定し、 
県による確認を受けたもの 
(参加者が 5,000 人超 
かつ 50%超) 

100％以内 
(大声なしの担保が前提) 

収容定員まで 

② 
その他 
(安全計画を策定しない 
イベント) 

大声なし：100％以内 
大声あり： 50％以内 

5,000 人 
又は 

収容定員 50％の
いずれか 
大きい方 

 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk42/annzennkeikaku.html
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4

イベント参加者名簿は必ず作らなければならないか？ 参加者名簿の作成が困難な場合は、COCOA等の活用等により、参加者の
連絡先を把握していただいても構いません。
※施設が参加者名簿の作成を必須としている場合を除く

5

大声とはどの程度のものか？ 大声とは「観客等が通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発
すること」です。

大声の具体例としては以下のものが想定されます。
・観客間の大声、長時間の会話
・スポーツイベントにおいて、反復・継続的に行われている
　応援歌の合唱

6

イベント中の飲食はしても良いか？ 時間マスクを外す飲食は、隣席への飛沫感染のリスクを高めるため、
可能な限り、飲食専用エリア以外（例：観客席等）では自粛をお願い
します。
ただし、発声がないことを前提に、飲食以外の会話時の適切なマスク
着用の推奨ができる場合は除きます。

7

イベント開催についての要請に応じなかった場合、罰則
はあるか？

罰則はありませんが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ご協
力をお願いします。

8

感染防止安全計画の策定が必要な「5,000人超のイベン
ト」とは、のべ人数か、一時の参加人数か？

会場内、一時の人数が5,000人を超える場合に感染防止安全計画の策定
が必要です。

9

イベント時の適切なマスクの着用とは？

「会話」と「大声」は異なります。
また、スポーツイベント等で得点が入った時に一時的に歓声があがる
場合は、「会話をほとんど行わない場合」には含まれません。

1

要請を守らなければ、罰則はあるのか？ 罰則はありませんが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ご協
力をお願いします。

要請等を行う施設

1

多数利用施設・イベント関連施設への要請等の内容は？ ○多数利用施設・イベント関連施設共通
　・業種別ガイドライン等に基づく感染対策を徹底すること
　・入場者の整理、入場者への適切なﾏｽｸ着用の周知、飛沫防止措置等
　　の感染対策を実施すること
　・酒類提供（酒類の施設内持込含む。）の場合は、「一定の
　　要件」(＊)を満たすこと

　(＊)アクリル板等の設置（又は座席の間隔（１m以上）の確保）、
　　　手指消毒の徹底、食事中以外の適切なマスク着用の推奨、換気
の
　　　徹底

○イベント関連施設
　・イベント開催制限の要件を準用した施設の運用をすること
　　（施設でイベントが開催される場合）

○社会福祉施設、病院、学校園、大規模商業施設（食料品売場）など
　多数の者が利用し、クラスターに繋がる可能性が高い施設における
　適切なマスクの着用、手指消毒、換気、飛沫防止等の感染対策を
　特に徹底すること

詳しくは、以下の県ホームページをご確認ください。
「施設の使用制限について」
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk42/kinkyujitai_soti.html

罰則等

４．多数利用施設への要請等について

（注1）屋内とは、外気の流入が妨げられる、建物の中、地下街、公共交通機関の中など

（注2）換気及び距離が保たれた会議等で発言しない場合は｢着用の必要はない｣

（注3）｢着用の必要はない｣場面のうち、お年寄りと会う時や病院に行く時などハイリスク者と接する

場合にはマスク着用を推奨
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2

対象施設は？ 飲食店等（宅配・ﾃｲｸｱｳﾄは除く）
　飲食店（居酒屋を含む）、喫茶店　等
遊興施設(＊)
　キャバレー、ナイトクラブ、ダンスホール、バー、カラオケ
　ボックス等
　※ネットカフェ・漫画喫茶等、夜間の長時間滞在を目的とした
　　利用が相当程度見込まれる施設は対象外
結婚式場(＊)
　結婚式場　等
　※ホテル又は旅館(集会の用に供する部分に限る)で行う場合も含む

　＊食品衛生法に基づく飲食店営業の許可・喫茶店営業の許可を
　　受けている施設

3

カラオケ設備に関する要請内容は？ カラオケ設備を利用する場合、利用者の密の回避、換気の確保など、
感染対策の徹底を要請します。

4

要請を守らずに営業をした場合の罰則は？ 罰則はありませんが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ご協
力をお願いします。

5

ホテル・旅館等の日帰り利用客への要請等の内容は？ 飲食店等への要請等と同じ内容です。

6

「同一テーブル４人以内」「短時間（2時間以内）」を
解除する基準は？

感染拡大や病床ひっ迫が生じていない状況や、近隣府県の動向などを
総合的に判断して解除しています。

５．飲食店への要請について

1

飲食店に対する要請等の内容は？ （特措法第24条第９項等に基づく要請等）

○｢新型コロナ対策適正店認証制度｣認証店舗(＊1)
　６月１日から同一ﾃｰﾌﾞﾙ４人以内、短時間(２時間程度以内)での飲食
　の協力依頼を解除していますが、飲食以外の会話時のマスク着用の
　推奨などの感染対策の徹底をお願いします。

○上記以外の非認証店舗
　６月１日から同一ﾃｰﾌﾞﾙ４人以内、短時間(２時間程度以内)での飲食
　の協力依頼を解除していますが、飲食以外の会話時のマスク着用の
　推奨などの感染対策の徹底をお願いします。
　酒類提供(＊2)の場合は、｢一定の要件｣(＊3)を満たすことを要請
　します。
　また、｢新型コロナ対策適正店認証｣取得を推奨しています。

○共通
　感染対策の徹底を要請します。
　・飲食以外の会話時の適切なマスク着用の徹底
　・利用者の密の回避、換気の確保など、業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に基づく
　　感染対策の徹底を要請
　・その他の感染対策の徹底を要請(＊4)

(＊1)　認証申請中の店舗は、認証取得日に認証店として取り扱う
(＊2)　酒類提供は、利用者による酒類の店内持込みを含む
(＊3)　ｱｸﾘﾙ板等の設置（又は座席の間隔(1m以上)の確保）、手指消毒
　　　 の徹底、食事中以外の適切なﾏｽｸ着用の推奨、換気の徹底
(＊4)　入場者の感染防止のための整理・誘導、発熱等の症状の
　　　 ある者の入場の禁止、手指の消毒設備の設置、事業を行う
       場所の消毒、施設の換気、アクリル板等の設置または利用者の
       適切な距離の確保、業種別ガイドラインの遵守
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